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金竜だより
生きる力　学びの、その先へ
副校長　　田中　路子
　小学校では、２０２０年度から学習指導要領が新しくなり、子供たちの学びが進化してきました。「生きる力学びの、その先へ」は、文部科学省から出ている新学習指導要領を紹介したリーフレットに使われている言葉です。このリーフレットでは、このような言葉もメッセージとして載っています。

　
学校で学んだことが、子供たちの「生きる力」となって、明日に、そしてその先の人生につながってほしい。
　これからの社会が、どんなに変化して予測困難になっても、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。
　そして、明るい未来を、共に創っていきたい。

　
学校では、毎日いろいろなことが起きます。子供たちにとっては、「自分にとって望ましい」こともあれば、「自分にとって望ましくない」こともやはりあります。一人一人違う人間が生活していく中で、いつも「自分にとって望ましい」ことばかりなどありません。しかし、子供たちは日々その中から何かを学んでいきます。また、学ばせたいと思います。３０人～４０人の学級の中で、５０人～８０人の学年の中で、そして、４００人以上の学校の中で。違う人が集まって生活していく中だからこそ、自分と違う価値観をもっている人がいることを知る機会としてほしいと思います。そして、トラブルから友達との違いに気付き認め合えるような、自分の成長につながるきっかけになることを学ばせたいと思います。子供たちが、悔しいことや辛いことも、楽しいことや嬉しいことと同じように自分の中に取り入れていて、多くの子供たちが友達と仲良く過ごしている姿を見ると、素晴らしいなと感心することがあります。きっと、保護者の方がいつも御家庭で支えてくださり、子供たちの成長につながる一言を伝えてくださっているおかげと思っております。学校教育にいつも御理解いただき、御協力いただきまして、本当にありがとうございます。子供たちが、これから先の未来のどんな状況にも対応できる「生きる力」を身に付けていけるよう、学校としてできることを考え、今後も努力していきたいと思います。
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かたばみ学級の様子　「合同区内めぐりに行ってきました。」　　　　


　


６月１５日（火）に台東区の小学校の特別支援学級の合同行事である「合同区内めぐり」がありました。４・５・６年生１１名が参加し、バスで台東区内を巡り、上野公園周辺の散歩、蔵前小学校と松葉小学校でレクリエーションをしてきました。当日は天気に恵まれて、楽しく過ごすことができました。


バスで上野公園に到着後は、３つの班に分かれて、台東区の歴史的建造物などを見学しました。特に「東京国立博物館」と「国立科学博物館」の前に新設されたポケットモンスターのマンホール「ポケふた」を見付けた子供たちは大興奮でした。


　蔵前小学校ではキャンドルサービスをしました。各校一人一人が作ったキャンドルを体育館中央に集めて明かりを灯し、その周りで他校の子供たちと歌を聞いたり、ゲームやダンスをしたりして、交流を深めました。その後、体育館でレジャーシートを敷いて、キャンドルを眺めながらお弁当を食べました。


松葉小学校では、ドーム型のプラネタリウムを楽しみました。3校全員でプラネタリウムのドームに入って「太陽は東から昇って、西に沈みます。」「星座は全部で８８個あります。」など星や太陽の動きについて学びました。


合同区内めぐりを通して、きまりを守ったり、身の回りの準備や片付けをしたりする中で、一人一人が成長することができました。








